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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に薄膜を形成するための薄膜蒸着装置において、
　蒸着物質を放射する蒸着源と、
　前記蒸着源の一側に配され、第１方向に沿って複数の蒸着源ノズルが形成される蒸着源
ノズル部と、
　前記蒸着源ノズル部と対向するように配され、前記第１方向に沿って複数のパターニン
グスリットが形成され、前記複数のパターニングスリットの長さが互いに異なって形成さ
れるパターニングスリットシートと、
　前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間に前記第１方向に沿って
配されて、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間の空間を複数の
蒸着空間で区切る複数の遮断板を備える遮断板アセンブリーと、を備え、
　前記薄膜蒸着装置は、前記基板と所定距離ほど離隔して形成され、
　前記薄膜蒸着装置と前記基板とは、いずれか一側が他側に対して相対的に移動自在に形
成されることを特徴とする薄膜蒸着装置。
【請求項２】
　前記パターニングスリットは、第１長さを持つ第１パターニングスリットと、前記第１
長さと異なる第２長さを持つ第２パターニングスリットとを備えることを特徴とする請求
項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３】
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　前記第１パターニングスリットと前記第２パターニングスリットとは、互いに交互に配
されることを特徴とする請求項２に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項４】
　前記第１パターニングスリットは、赤色副画素領域に対応するように形成され、前記第
２パターニングスリットは、緑色副画素領域に対応するように形成され、前記第１パター
ニングスリットの長さが、前記第２パターニングスリットの長さより長く形成されること
を特徴とする請求項２に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項５】
　前記パターニングスリットシート上で、青色副画素領域に対応する領域にはパターニン
グスリットが形成されていないことを特徴とする請求項４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項６】
　前記各パターニングスリットの長さによって、前記基板上に蒸着される各蒸着物質の蒸
着量が制御されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項７】
　前記蒸着源から放射された蒸着物質は、前記基板上の赤色副画素領域と緑色副画素領域
とに同時に蒸着されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項８】
　前記赤色副画素領域に蒸着された蒸着物質の厚さは、前記緑色副画素領域に蒸着された
蒸着物質の厚さより厚く形成されることを特徴とする請求項７に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項９】
　前記複数の遮断板それぞれは、前記第１方向と実質的に垂直な第２方向に形成されて、
前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間の空間を複数の蒸着空間で
区切ることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１０】
　前記複数の遮断板は、等間隔で配されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装
置。
【請求項１１】
　前記遮断板アセンブリーは、複数の第１遮断板を備える第１遮断板アセンブリーと、複
数の第２遮断板を備える第２遮断板アセンブリーと、を備えることを特徴とする請求項１
に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１２】
前記複数の第１遮断板及び前記複数の第２遮断板それぞれは、前記第１方向と実質的に垂
直な第２方向に形成されて、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの
間の空間を複数の蒸着空間で区切ることを特徴とする請求項１１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１３】
　前記複数の第１遮断板及び前記複数の第２遮断板それぞれは、互いに対応するように配
されることを特徴とする請求項１１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１４】
前記互いに対応する第１遮断板及び第２遮断板は、実質的に同じ平面上に位置するように
配されることを特徴とする請求項１３に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１５】
　前記薄膜蒸着装置は、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備え、
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーそれぞれは、前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部、前記
パターニングスリットシート及び前記遮断板アセンブリーを備えることを特徴とする請求
項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１６】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源には、別個の蒸着物質がそれぞれ備えられ
ることを特徴とする請求項１５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１７】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられた各蒸着物質が、同時に前記基



(3) JP 5677827 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

板上に蒸着されることを特徴とする請求項１５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項１８】
　前記薄膜蒸着アセンブリーは少なくとも４つが備えられ、前記少なくとも４つの薄膜蒸
着アセンブリーの各蒸着源に備えられる蒸着物質は、それぞれ補助層材料、赤色発光層材
料、緑色発光層材料及び青色発光層材料であることを特徴とする請求項１５に記載の薄膜
蒸着装置。
【請求項１９】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源は、各蒸着源別に蒸着温度を制御できるよ
うに備えられることを特徴とする請求項１５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２０】
　前記基板が前記薄膜蒸着装置に対して相対的に移動しつつ、前記基板上に前記薄膜蒸着
装置の蒸着物質が連続的に蒸着されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２１】
　前記薄膜蒸着装置と前記基板とは、前記基板で前記蒸着物質が蒸着される面と平行な面
に沿って、いずれか一側が他側に対して相対的に移動することを特徴とする請求項１に記
載の薄膜蒸着装置。
【請求項２２】
　前記各薄膜蒸着アセンブリーの前記パターニングスリットシートは、前記基板より小さ
く形成されることを特徴とする請求項１５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２３】
　前記遮断板アセンブリーは、前記蒸着源から放射される前記蒸着物質の放射経路をガイ
ドすることを特徴とする請求項１に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２４】
　基板上に薄膜を形成するための薄膜蒸着装置において、
　蒸着物質を放射する蒸着源と、
　前記蒸着源の一側に配され、第１方向に沿って複数の蒸着源ノズルが形成される蒸着源
ノズル部と、
　前記蒸着源ノズル部と対向するように配され、前記第１方向に対して垂直な第２方向に
沿って複数のパターニングスリットが形成され、前記複数のパターニングスリットの長さ
が互いに異なって形成されるパターニングスリットシートと、を備え、
　前記基板が、前記薄膜蒸着装置に対して前記第１方向に沿って移動しつつ蒸着が行われ
、
　前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部及び前記パターニングスリットシートは、一体に形成
されることを特徴とする薄膜蒸着装置。
【請求項２５】
　前記パターニングスリットは、第１長さを持つ第１パターニングスリットと、前記第１
長さと異なる第２長さを持つ第２パターニングスリットと、を備えることを特徴とする請
求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２６】
　前記第１パターニングスリットと前記第２パターニングスリットとは、互いに交互に配
されることを特徴とする請求項２５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２７】
　前記第１パターニングスリットは、赤色副画素領域に対応するように形成され、前記第
２パターニングスリットは、緑色副画素領域に対応するように形成され、前記第１パター
ニングスリットの長さは、前記第２パターニングスリットの長さより長く形成されること
を特徴とする請求項２５に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２８】
　前記パターニングスリットシート上で、青色副画素領域に対応する領域にはパターニン
グスリットが形成されていないことを特徴とする請求項２７に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項２９】
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　前記各パターニングスリットの長さによって、前記基板上に蒸着される各蒸着物質の蒸
着量が制御されることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３０】
　前記蒸着源から放射された蒸着物質は、前記基板上の赤色副画素領域と緑色副画素領域
とに同時に蒸着されることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３１】
　前記赤色副画素領域に蒸着された蒸着物質の厚さは、前記緑色副画素領域に蒸着された
蒸着物質の厚さより厚く形成されることを特徴とする請求項３０に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３２】
　前記蒸着源及び前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとは、連結部材
により結合されて一体に形成されることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３３】
　前記連結部材は、前記蒸着物質の移動経路をガイドすることを特徴とする請求項３２に
記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３４】
　前記連結部材は、前記蒸着源及び前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシー
トとの間の空間を外部から密閉するように形成されることを特徴とする請求項３２に記載
の薄膜蒸着装置。
【請求項３５】
　前記薄膜蒸着装置は、前記基板と所定距離ほど離隔して形成されることを特徴とする請
求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３６】
　前記基板は、前記薄膜蒸着装置に対して前記第１方向に沿って移動しつつ、前記基板上
に前記蒸着物質が連続的に蒸着されることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置
。
【請求項３７】
　前記薄膜蒸着装置の前記パターニングスリットシートは、前記基板より小さく形成され
ることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項３８】
　前記薄膜蒸着装置は、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備え、
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーそれぞれは、前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部、前記
パターニングスリットシートを備えることを特徴とする請求項２４に記載の薄膜蒸着装置
。
【請求項３９】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源には、別個の蒸着物質がそれぞれ備えられ
ることを特徴とする請求項３８に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項４０】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられた各蒸着物質は、同時に前記基
板上に蒸着されることを特徴とする請求項３８に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項４１】
　前記薄膜蒸着アセンブリーは少なくとも４つが備えられ、前記少なくとも４つの薄膜蒸
着アセンブリーの各蒸着源に備えられる蒸着物質はそれぞれ、補助層材料、赤色発光層材
料、緑色発光層材料及び青色発光層材料であることを特徴とする請求項３８に記載の薄膜
蒸着装置。
【請求項４２】
　前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源は、各蒸着源別に蒸着温度が制御可能に備
えられることを特徴とする請求項３８に記載の薄膜蒸着装置。
【請求項４３】
　蒸着物質を放射する蒸着源と、前記蒸着源の一側に配されて第１方向に沿って複数の蒸
着源ノズルが形成される蒸着源ノズル部と、前記蒸着源ノズル部と対向するように配され
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て、前記第１方向に沿って複数のパターニングスリットが形成され、前記複数のパターニ
ングスリットの長さが互いに異なって形成されるパターニングスリットシートと、前記蒸
着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間に、前記第１方向に沿って配され
て、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間の空間を複数の蒸着空
間で区切る複数の遮断板を備える遮断板アセンブリーと、を備える薄膜蒸着装置を、
　チャックに固定された被蒸着用基板と離隔して配して、蒸着が進められる間に、前記薄
膜蒸着装置と前記チャックに固定された基板とが互いに相対的に移動することによって、
基板に対する蒸着が行われることを特徴とする有機発光ディスプレイ装置の製造方法。
【請求項４４】
　蒸着物質を放射する蒸着源と、前記蒸着源の一側に配されて、第１方向に沿って複数の
蒸着源ノズルが形成される蒸着源ノズル部と、前記蒸着源ノズル部と対向するように配さ
れて、前記第１方向に対して垂直な第２方向に沿って複数のパターニングスリットが形成
され、前記複数のパターニングスリットの長さが互いに異なって形成されるパターニング
スリットシートと、を備える薄膜蒸着装置を、
　チャックに固定された被蒸着用基板と離隔して配して、蒸着が進められる間に、前記薄
膜蒸着装置と前記チャックに固定された基板とが互いに相対的に移動することによって、
基板に対する蒸着が行われることを特徴とする有機発光ディスプレイ装置の製造方法。
【請求項４５】
　前記蒸着物質は有機物を含み、前記薄膜蒸着装置によって、赤色、緑色及び青色の光を
放出する副画素で相異なる厚さを持つ補助層が形成されることを特徴とする請求項４３ま
たは４４のうちいずれか１項に記載の有機発光ディスプレイ装置の製造方法。
【請求項４６】
　請求項４３または請求項４４によって製造された有機発光ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄膜蒸着装置、これを利用した有機発光ディスプレイ装置の製造方法及びこ
れにより製造された有機発光ディスプレイ装置に関し、さらに詳細には、大型基板の量産
工程に容易に適用でき、歩留まりを向上できる薄膜蒸着装置、これを利用した有機発光デ
ィスプレイ装置の製造方法及びこれにより製造された有機発光ディスプレイ装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイ装置のうち、有機発光ディスプレイ装置は、視野角が広くてコントラスト
が優れているだけでなく応答速度が速いという長所を持っているので、次世代ディスプレ
イ装置として注目されている。
【０００３】
　一般的に、有機発光ディスプレイ装置は、アノード及びカソードから注入される正孔及
び電子が発光層で再結合して発光するという原理により色相を具現化できるように、アノ
ードとカソードとの間に発光層を挿入した積層型構造を有している。しかし、かかる構造
では高効率発光を得難いため、それぞれの電極と発光層との間に電子注入層、電子輸送層
、正孔輸送層及び正孔注入層などの中間層を選択的に追加挿入して使用している。
【０００４】
　しかし、発光層及び中間層などの有機薄膜の微細パターンを形成することは実質的に非
常に困難であり、さらに前記層によって赤色、緑色、青色の発光効率が変わるため、従来
の薄膜蒸着装置では、大面積（５Ｇ以上）のマザーガラスに対するパターニングが不可能
であり、満足すべきレベルの駆動電圧、電流密度、輝度、色純度、発光効率及び寿命など
を持つ大型有機発光ディスプレイ装置を製造できず、その改善が至急に望まれている。
【０００５】
　一方、有機発光ディスプレイ装置は、互いに対向する第１電極と第２電極との間に発光
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層及びこれを含む中間層を備える。この時、前記電極及び中間層はいろいろな方法で形成
できる。そのうち一つの方法が、蒸着である。蒸着方法を利用して有機発光ディスプレイ
装置を製作するためには、薄膜などが形成される基板面に、形成される薄膜などのパター
ンと同じパターンを持つファインメタルマスク（fine metal mask：ＦＭＭ）を密着させ
、薄膜などの材料を蒸着して所定パターンの薄膜を形成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は製造が容易であり、大型基板の量産工程に容易に適用でき、歩留まり及び蒸着
効率を向上できる薄膜蒸着装置、これを利用した有機発光ディスプレイ装置の製造方法及
びこれにより製造された有機発光ディスプレイ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、基板上に薄膜を形成するための薄膜蒸着装置において、蒸着物質を放射する
蒸着源と、前記蒸着源の一側に配され、第１方向に沿って複数の蒸着源ノズルが形成され
る蒸着源ノズル部と、前記蒸着源ノズル部と対向するように配され、前記第１方向に沿っ
て複数のパターニングスリットが形成され、前記複数のパターニングスリットの長さが互
いに異なって形成されるパターニングスリットシートと、前記蒸着源ノズル部と前記パタ
ーニングスリットシートとの間に前記第１方向に沿って配されて、前記蒸着源ノズル部と
前記パターニングスリットシートとの間の空間を複数の蒸着空間で区切る複数の遮断板を
備える遮断板アセンブリーと、を備え、前記薄膜蒸着装置は、前記基板と所定距離ほど離
隔して形成され、前記薄膜蒸着装置と前記基板とは、いずれか一側が他側に対して相対的
に移動自在に形成されることを特徴とする薄膜蒸着装置を提供する。
【０００８】
　本発明において、前記パターニングスリットは、第１長さを持つ第１パターニングスリ
ットと、前記第１長さと異なる第２長さを持つ第２パターニングスリットとを備える。
【０００９】
　ここで、前記第１パターニングスリットと前記第２パターニングスリットとは、互いに
交互に配されうる。
【００１０】
　また、前記第１パターニングスリットは、赤色副画素領域に対応するように形成され、
前記第２パターニングスリットは、緑色副画素領域に対応するように形成され、前記第１
パターニングスリットの長さが、前記第２パターニングスリットの長さより長く形成され
る。
【００１１】
　また、前記パターニングスリットシート上で、青色副画素領域に対応する領域にはパタ
ーニングスリットが形成されていない。
【００１２】
　本発明において、前記各パターニングスリットの長さによって、前記基板上に蒸着され
る各蒸着物質の蒸着量が制御される。
【００１３】
　本発明において、前記蒸着源から放射された蒸着物質は、前記基板上の赤色副画素領域
と緑色副画素領域とに同時に蒸着される。
【００１４】
　ここで、前記赤色副画素領域に蒸着された蒸着物質の厚さは、前記緑色副画素領域に蒸
着された蒸着物質の厚さより厚く形成される。
【００１５】
　本発明において、前記複数の遮断板それぞれは、前記第１方向と実質的に垂直な第２方
向に形成されて、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間の空間を
複数の蒸着空間で区切る。
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【００１６】
　本発明において、前記複数の遮断板は、等間隔で配される。
【００１７】
　本発明において、前記遮断板アセンブリーは、複数の第１遮断板を備える第１遮断板ア
センブリーと、複数の第２遮断板を備える第２遮断板アセンブリーと、を備える。
【００１８】
　ここで、前記複数の第１遮断板及び前記複数の第２遮断板それぞれは、前記第１方向と
実質的に垂直な第２方向に形成されて、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリット
シートとの間の空間を複数の蒸着空間で区切る。
【００１９】
　また、前記複数の第１遮断板及び前記複数の第２遮断板それぞれは、互いに対応するよ
うに配される。
【００２０】
　また、前記互いに対応する第１遮断板及び第２遮断板は、実質的に同じ平面上に位置す
るように配される。
【００２１】
　本発明において、前記薄膜蒸着装置は、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備え、前記複数
の薄膜蒸着アセンブリーそれぞれは、前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部、前記パターニン
グスリットシート及び前記遮断板アセンブリーを備える。
【００２２】
　ここで、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源には、別個の蒸着物質がそれぞれ
備えられる。
【００２３】
　また、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられた各蒸着物質が、同時に
前記基板上に蒸着される。
【００２４】
　また、前記薄膜蒸着アセンブリーは少なくとも４つが備えられ、前記少なくとも４つの
薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられる蒸着物質は、それぞれ補助層材料、赤色発
光層材料、緑色発光層材料及び青色発光層材料である。
【００２５】
　さらにまた、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源は、各蒸着源別に蒸着温度を
制御できるように備えられる。
【００２６】
　本発明において、前記基板が前記薄膜蒸着装置に対して相対的に移動しつつ、前記基板
上に前記薄膜蒸着装置の蒸着物質が連続的に蒸着される。
【００２７】
　本発明において、前記薄膜蒸着装置と前記基板とは、前記基板で前記蒸着物質が蒸着さ
れる面と平行な面に沿って、いずれか一側が他側に対して相対的に移動する。
【００２８】
　本発明において、前記各薄膜蒸着アセンブリーの前記パターニングスリットシートは、
前記基板より小さく形成される。
【００２９】
　本発明において、前記遮断板アセンブリーは、前記蒸着源から放射される前記蒸着物質
の放射経路をガイドする。
【００３０】
　他の側面による本発明は、基板上に薄膜を形成するための薄膜蒸着装置において、蒸着
物質を放射する蒸着源と、前記蒸着源の一側に配され、第１方向に沿って複数の蒸着源ノ
ズルが形成される蒸着源ノズル部と、前記蒸着源ノズル部と対向するように配され、前記
第１方向に対して垂直な第２方向に沿って複数のパターニングスリットが形成され、前記
複数のパターニングスリットの長さが互いに異なって形成されるパターニングスリットシ
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ートと、を備え、前記基板が、前記薄膜蒸着装置に対して前記第１方向に沿って移動しつ
つ蒸着が行われ、前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部及び前記パターニングスリットシート
は、一体に形成されることを特徴とする薄膜蒸着装置を提供する。
【００３１】
　ここで、前記パターニングスリットは、第１長さを持つ第１パターニングスリットと、
前記第１長さと異なる第２長さを持つ第２パターニングスリットと、を備える。
【００３２】
　また、前記第１パターニングスリットと前記第２パターニングスリットとは、互いに交
互に配される。
【００３３】
　また、前記第１パターニングスリットは、赤色副画素領域に対応するように形成され、
前記第２パターニングスリットは、緑色副画素領域に対応するように形成され、前記第１
パターニングスリットの長さは、前記第２パターニングスリットの長さより長く形成され
る。
【００３４】
　さらにまた、前記パターニングスリットシート上で、青色副画素領域に対応する領域に
はパターニングスリットが形成されていない。
【００３５】
　本発明において、前記各パターニングスリットの長さによって、前記基板上に蒸着され
る各蒸着物質の蒸着量が制御される。
【００３６】
　本発明において、前記蒸着源から放射された蒸着物質は、前記基板上の赤色副画素領域
と緑色副画素領域とに同時に蒸着される。
【００３７】
　ここで、前記赤色副画素領域に蒸着された蒸着物質の厚さは、前記緑色副画素領域に蒸
着された蒸着物質の厚さより厚く形成される。
【００３８】
　本発明において、前記蒸着源及び前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシー
トとは、連結部材により結合されて一体に形成される。
【００３９】
　ここで、前記連結部材は、前記蒸着物質の移動経路をガイドする。
【００４０】
　また、前記連結部材は、前記蒸着源及び前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリッ
トシートとの間の空間を外部から密閉するように形成される。
【００４１】
　本発明において、前記薄膜蒸着装置は、前記基板と所定距離ほど離隔して形成される。
【００４２】
　本発明において、前記基板は、前記薄膜蒸着装置に対して前記第１方向に沿って移動し
つつ、前記基板上に前記蒸着物質が連続的に蒸着される。
【００４３】
　本発明において、前記薄膜蒸着装置の前記パターニングスリットシートは、前記基板よ
り小さく形成される。
【００４４】
　本発明において、前記薄膜蒸着装置は、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備え、前記複数
の薄膜蒸着アセンブリーそれぞれは、前記蒸着源、前記蒸着源ノズル部、前記パターニン
グスリットシート及び前記遮断板アセンブリーを備える。
【００４５】
　ここで、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源には、別個の蒸着物質がそれぞれ
備えられる。
【００４６】



(9) JP 5677827 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

　また、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられた各蒸着物質は、同時に
前記基板上に蒸着される。
【００４７】
　また、前記薄膜蒸着アセンブリーは少なくとも４つが備えられ、前記少なくとも４つの
薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源に備えられる蒸着物質はそれぞれ、補助層材料、赤色発
光層材料、緑色発光層材料及び青色発光層材料である。
【００４８】
　また、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーの各蒸着源は、各蒸着源別に蒸着温度が制御可
能に備えられる。
【００４９】
　さらに他の側面による本発明は、蒸着物質を放射する蒸着源と、前記蒸着源の一側に配
されて第１方向に沿って複数の蒸着源ノズルが形成される蒸着源ノズル部と、前記蒸着源
ノズル部と対向するように配されて、前記第１方向に沿って複数のパターニングスリット
が形成され、前記複数のパターニングスリットの長さが互いに異なって形成されるパター
ニングスリットシートと、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシートとの間
に、前記第１方向に沿って配されて、前記蒸着源ノズル部と前記パターニングスリットシ
ートとの間の空間を複数の蒸着空間で区切る複数の遮断板を備える遮断板アセンブリーと
、を備える薄膜蒸着装置を、チャックに固定された被蒸着用基板と離隔して配し、蒸着が
進められる間に、前記薄膜蒸着装置と前記チャックに固定された基板とが互いに相対的に
移動することによって、基板に対する蒸着が行われることを特徴とする有機発光ディスプ
レイ装置の製造方法を提供する。
【００５０】
　さらに他の側面による本発明は、蒸着物質を放射する蒸着源と、前記蒸着源の一側に配
されて、第１方向に沿って複数の蒸着源ノズルが形成される蒸着源ノズル部と、前記蒸着
源ノズル部と対向するように配されて、前記第１方向に対して垂直な第２方向に沿って複
数のパターニングスリットが形成され、前記複数のパターニングスリットの長さが互いに
異なって形成されるパターニングスリットシートと、を備える薄膜蒸着装置を、チャック
に固定された被蒸着用基板と離隔して配して、蒸着が進められる間に、前記薄膜蒸着装置
と前記チャックに固定された基板とが互いに相対的に移動することによって、基板に対す
る蒸着が行われることを特徴とする有機発光ディスプレイ装置の製造方法を提供する。
【００５１】
　ここで、前記蒸着物質は有機物を含み、前記薄膜蒸着装置によって、赤色、緑色及び青
色の光を放出する副画素で相異なる厚さを持つ補助層が形成される。
【００５２】
　本発明はまた、前記のような方法によって製造された有機発光ディスプレイ装置を提供
する。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明の薄膜蒸着装置、これを利用した有機発光ディスプレイ装置の製造方法及びこれ
により製造された有機発光ディスプレイ装置によれば、製造が容易であり、大型基板の量
産工程に容易に適用でき、歩留まり及び蒸着効率が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態に関する薄膜蒸着装置によって製造された有機発光ディスプ
レイ装置の平面図である。
【図２】図１の有機発光ディスプレイ装置のうち、一画素を示した断面図である。
【図３】本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリーを概略的に示した斜視図であ
る。
【図４】図３の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な側面図である。
【図５】図３の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な平面図である。
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【図６Ａ】本発明の第１実施例による薄膜蒸着装置のパターニングスリットシートを示し
た平面図である。
【図６Ｂ】本発明の第１実施例による薄膜蒸着装置のパターニングスリットシートを示し
た平面図である。
【図６Ｃ】本発明の第１実施例による薄膜蒸着装置のパターニングスリットシートを示し
た平面図である。
【図６Ｄ】本発明の第１実施例による薄膜蒸着装置のパターニングスリットシートを示し
た平面図である。
【図６Ｅ】本発明の第１実施例による薄膜蒸着装置のパターニングスリットシートを示し
た平面図である。
【図７】本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【図８】本発明の第３実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【図９】本発明の第４実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【図１０】図９の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な側面図である。
【図１１】図９の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な平面図である。
【図１２】本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　以下、添付した図面を参照して、本発明による望ましい実施形態を詳細に説明する。
【００５６】
　図１は、本発明の一実施形態に関する薄膜蒸着装置によって製造された有機発光ディス
プレイ装置の平面図である。
【００５７】
　図１を参照すれば、有機発光ディスプレイ装置は、画素領域３０と、画素領域３０のエ
ッジの回路領域４０とで構成される。画素領域３０は、複数の画素を備え、各画素は、所
定の画像を具現するように発光する発光部を備える。
【００５８】
　本発明の一実施形態によれば、発光部は、有機電界発光素子をそれぞれ備えた複数の副
画素で形成されている。フルカラー有機発光ディスプレイ装置の場合には、赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）の副画素がライン状、モザイク状、格子状などの多様なパター
ンで配列されて画素を構成する。フルカラー平板表示装置ではないモノカラー平板表示装
置でもよい。
【００５９】
　そして、回路領域４０は、画素領域３０に入力される画像信号などを制御する。かかる
有機発光ディスプレイ装置において、画素領域３０と回路領域４０とには、それぞれ少な
くとも一つ以上の薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：以下、ＴＦＴ）が設けられ
うる。
【００６０】
　画素領域３０に設けられるＴＦＴには、ゲートラインの信号によって発光素子にデータ
信号を伝達して、その動作を制御するスイッチング用ＴＦＴと、データ信号によって有機
電界発光素子に所定の電流が流れるように駆動させる駆動用ＴＦＴなどの画素部ＴＦＴと
がある。そして、回路領域４０に設けられるＴＦＴには、所定の回路を具現化するように
備えられた回路部ＴＦＴがある。
【００６１】
　もちろん、このようなＴＦＴの数及び配置は、ディスプレイの特性及び駆動方法などに
よって多様な数が存在でき、その配置方法も多様に存在するということはいうまでもない
。
【００６２】
　図２は、図１の有機発光ディスプレイ装置のうち、一画素を示した断面図である。
【００６３】
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　図２に示したように、ガラス材またはプラスチック材の基板５０上にバッファ層５１が
形成されており、この上にＴＦＴと、有機電界ＯＬＥＤとが形成される。
【００６４】
　基板５０のバッファ層５１上に所定パターンの活性層５２が備えられる。活性層５２の
上部にはゲート絶縁膜５３が備えられ、ゲート絶縁膜５３の上部の所定領域にはゲート電
極５４が形成される。ゲート電極５４は、ＴＦＴのオン／オフ信号を印加するゲートライ
ン（図示せず）と連結されている。ゲート電極５４の上部には層間絶縁膜５５が形成され
、コンタクトホールを通じてソース／ドレイン電極５６、５７が、それぞれ活性層５２の
ソース／ドレイン領域５２ｂ、５２ｃに接するように形成される。ソース／ドレイン電極
５６、５７の上部には、ＳｉＯ２、ＳｉＮｘなどからなるパッシベーション膜５８が形成
され、パッシベーション膜５８の上部には、アクリル、ポリイミド、ＢＣＢ（Benzocyclo
butene）などの有機物質で平坦化膜５９が形成されている。平坦化膜５９の上部に、有機
電界ＯＬＥＤのアノード電極になる第１電極６１が形成され、これを覆うように有機物で
画素定義膜（Pixel Define Layer）６０が形成される。画素定義膜６０に所定の開口を形
成した後、画素定義膜６０の上部及び開口が形成されて外部に露出された第１電極６１の
上部に有機層６２を形成する。有機層６２は発光層を備えることになる。本発明は必ずし
もこのような構造に限定されるものではなく、多様な有機発光ディスプレイ装置の構造が
そのまま適用されうるということはいうまでもない。
【００６５】
　有機電界ＯＬＥＤは、電流のフローによって、赤、緑、青色の光を発光して所定の画像
情報を表示するものであって、ＴＦＴのドレイン電極５６に連結されて、これからプラス
（＋）電源を供給される第１電極６１と、全体画素を覆うように備えられてマイナス（－
）電源を供給する第２電極６３、及びこれら第１電極６１と第２電極６３との間に配され
て発光する有機層６２で構成される。
【００６６】
　第１電極６１と第２電極６３とは、有機層６２により互いに絶縁されており、有機層６
２に相異なる極性の電圧を加えて有機層６２で発光が行われるようにする。
【００６７】
　有機層６２は、低分子または高分子有機膜が使われうるが、低分子有機膜を使用する場
合、ホール注入層（ＨＩＬ：Hole Injection Layer）、ホール輸送層（ＨＴＬ：Hole Tra
nsport Layer）、発光層（ＥＭＬ：Emission Layer）、電子輸送層（ＥＴＬ：Electron T
ransport Layer）、電子注入層（ＥＩＬ：Electron Injection Layer）などが単一あるい
は複合の構造で積層されて形成され、使用可能な有機材料も、銅フタロシアニン（ＣｕＰ
ｃ：copper phthalocyanine）、Ｎ，Ｎ－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’－ジフ
ェニル－ベンジジン（ＮＰＢ）、トリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（Ａｌｑ
３）などをはじめとして多様に適用できる。これら低分子有機膜は、真空蒸着の方法で形
成される。
【００６８】
　高分子有機膜の場合には、ホール輸送層（ＨＴＬ）及び発光層（ＥＭＬ）で備えられた
構造を持つことができ、この時、ホール輸送層としてＰＥＤＯＴを使用し、発光層として
ＰＰＶ（Ｐｏｌｙ－Ｐｈｅｎｙｌｅｎｅｖｉｎｙｌｅｎｅ）系及びポリフルオレン系など
の高分子有機物質を使用し、これをスクリーン印刷やインクジェット印刷方法などで形成
できる。
【００６９】
　かかる有機膜は必ずしもこれに限定されるものではなく、多様な実施形態が適用されう
るということはいうまでもない。
【００７０】
　第１電極６１はアノード電極の機能を果たし、第２電極６３はカソード電極の機能を果
たすが、もちろん、これら第１電極６１と第２電極６３との極性は逆になってもよい。
【００７１】
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　第１電極６１は、透明電極または反射型電極で備えられうるが、透明電極として使われ
る時には、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ、またはＩｎ２Ｏ３で備えられ、反射型電極として使
われる時には、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、及びこ
れらの化合物などで反射膜を形成した後、その上にＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ、またはＩｎ

２Ｏ３を形成できる。
【００７２】
　一方、第２電極６３も透明電極または反射型電極で備えられうるが、透明電極として使
われる時には、第２電極６３がカソード電極として使われるので、仕事関数の小さな金属
、すなわち、Ｌｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、ＬｉＦ／Ａｌ、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｇ、及びこれら
の化合物が有機層６２の方向に向かうように蒸着した後、その上にＩＴＯ、ＩＺＯ、Ｚｎ
Ｏ、またはＩｎ２Ｏ３などの透明電極形成用物質で補助電極層やバス電極ラインを形成で
きる。そして、反射型電極として使われる時には、前記のＬｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、Ｌ
ｉＦ／Ａｌ、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｇ、及びこれらの化合物を全面蒸着して形成する。
【００７３】
　このような有機発光ディスプレイ装置で、発光層を備える有機層６２などは、後述する
薄膜蒸着装置（図３の１００参照）によって形成されうる。
【００７４】
　さらに詳細には、有機層６２は、発光層６２Ｒ、６２Ｇ、６２Ｂと補助層６２Ｒ’、６
２Ｇ’とを備えることができる。使われた物質によって、前記発光層６２Ｒ、６２Ｇ、６
２Ｂは、赤色、緑色または青色の光を放出できる。一方、補助層６２Ｒ’、６２Ｇ’は、
前述したホール輸送層（ＨＴＬ）と同じ材質で形成されうる。
【００７５】
　一方、前記第１電極６１と第２電極６３のうち、いずれか一つは反射型電極であり、他
の一つは半透明電極または透明電極である。したがって、素子駆動時、前記第１電極６１
と第２電極６３との間に共振現象を起こすことができる。これにより、有機発光ディスプ
レイ装置の駆動時、前記第１電極６１と第２電極６３との間の発光層６２Ｒ、６２Ｇ、６
２Ｂで発生した光が、前記第１電極６１と第２電極６３との間で共振しつつ有機発光ディ
スプレイ装置の外部に取り出されるので、発光輝度及び発光効率を増大できる。
【００７６】
　ここで、本発明の第１実施例による有機発光ディスプレイ装置は、補助層６２Ｒ’、６
２Ｇ’を備える中間層の厚さが、赤色、緑色及び青色の光を放出する副画素で相異なる厚
さを持つように形成されることを一特徴とする。
【００７７】
　さらに詳細には、赤色の光を放出する副画素で、前記補助層６２Ｒ’の厚さは１６００
Åないし２２００Åでありうる。前記補助層６２Ｒ’の厚さが１６００Å未満であるか、
または２２００Åを超過する場合、赤色発光層６２Ｒの共振効果に適した正孔注入特性及
び正孔伝達特性を持つことができなくなるので色純度が不良になり、効率が低下しうる。
また、前記補助層６２Ｒ’の厚さが２２００Åを超過する場合、駆動電圧が上昇してしま
う。
【００７８】
　一方、緑色の光を放出する副画素で、前記補助層６２Ｇ’の厚さは１０００Åないし１
２００Åでありうる。前記補助層６２Ｇ’の厚さが１０００Å未満であるか、または１２
００Åを超過する場合、緑色発光層６２Ｇの共振効果に適した正孔注入特性及び正孔伝達
特性を持てなくなるので色純度が不良になり、効率が低下する。また、前記補助層６２Ｇ
’の厚さが１２００Åを超過する場合、駆動電圧が上昇してしまう。
【００７９】
　このような本発明の一実施形態に関する有機発光ディスプレイ装置によって、素子駆動
時、第１電極と第２電極との間に共振現象が発生しうるが、この時、第１電極と第２電極
との間に備えられた有機層のうち補助層６２Ｒ’、６２Ｇ’は、発光層の発光カラー別に
前述したような厚さを備えるので、優れた駆動電圧、電流密度、発光輝度、色純度、発光
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効率及び寿命特性などを持つことができる。
【００８０】
　ここで、赤色の光を放出する副画素の補助層６２Ｒ’と、緑色の光を放出する副画素の
補助層６２Ｇ’とは、本発明の一実施形態に関する薄膜蒸着装置によってただ一回の工程
だけで形成されうる。次に、これについて詳細に説明する。
【００８１】
［第１実施例］
　以下、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着装置及びこれを利用した有機発光ディスプ
レイ装置の製造方法について詳細に説明する。
【００８２】
　図３は、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリーを概略的に示した斜視図で
あり、図４は、図３の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な側面図であり、図５は、図３の薄
膜蒸着アセンブリーの概略的な平面図である。
【００８３】
　図３、図４及び図５を参照すれば、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー
１００は、蒸着源１１０、蒸着源ノズル部１２０、遮断板アセンブリー１３０及びパター
ニングスリットシート１５０を備える。
【００８４】
　ここで、図３、図４及び図５には、説明の便宜のためにチャンバーを図示していないが
、図３ないし図５のあらゆる構成は、適切な真空度が維持されるチャンバー内に配される
ことが望ましい。これは蒸着物質の直進性を確保するためである。
【００８５】
　さらに詳細に、蒸着源１１０から放出された蒸着物質１１５を、蒸着源ノズル部１２０
及びパターニングスリットシート１５０を通過して基板６００に所望のパターンで蒸着さ
せるためには、基本的にチャンバー（図示せず）の内部は、ＦＭＭ蒸着方法と同じ高真空
状態を維持せねばならない。また遮断板１３１及びパターニングスリットシート１５０の
温度が、蒸着源１１０の温度より十分に低くなければならない（約１００℃以下）。なぜ
なら、遮断板１３１の温度が十分に低くて初めて、遮断板１３１に衝突した蒸着物質１１
５が再び蒸発する現象を防止でき、パターニングスリットシート１５０の温度が十分に低
くて初めて、温度によるパターニングスリットシート１５０の熱膨張問題を最小化できる
ためである。この時、遮断板アセンブリー１３０は高温の蒸着源１１０に向かっており、
蒸着源１１０と近いところは最大１６７℃ほど上昇するため、必要な場合、部分冷却装置
がさらに備えられうる。このために、遮断板アセンブリー１３０には冷却部材が形成され
うる。
【００８６】
　このようなチャンバー（図示せず）内には被蒸着体である基板６００が配される。前記
基板６００は平板表示装置用基板になりうるが、複数の平板表示装置を形成できるマザー
ガラスのような大面積基板が適用されうる。
【００８７】
　ここで、本発明の第１実施例では、基板６００が薄膜蒸着アセンブリー１００に対して
相対的に移動しつつ蒸着が行われることを一特徴とする。
【００８８】
　さらに詳細には、既存ＦＭＭ蒸着方法では、ＦＭＭサイズが基板サイズと同一に形成さ
れねばならない。したがって、基板サイズが増大するほどＦＭＭも大型化せねばならず、
したがって、ＦＭＭ製作が容易でなく、ＦＭＭを引っ張って精密なパターンで整列し難い
という問題点があった。
【００８９】
　かかる問題点を解決するために、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１
００は、薄膜蒸着アセンブリー１００と基板６００とが互いに相対的に移動しつつ蒸着が
行われることを一特徴とする。言い換えれば、薄膜蒸着アセンブリー１００と対向するよ
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うに配された基板６００が、Ｙ軸方向に沿って移動しつつ連続的に蒸着を行う。すなわち
、基板６００が図３の矢印Ａ方向に移動しつつスキャニング方式で蒸着が行われることで
ある。ここで、図面には、基板６００がチャンバー（図示せず）内でＹ軸方向に移動しつ
つ蒸着が行われると図示されているが、本発明の思想はこれに制限されず、基板６００は
固定されており、薄膜蒸着アセンブリー１００自体がＹ軸方向に移動しつつ蒸着を行うこ
ともできるといえる。
【００９０】
　したがって、本発明の薄膜蒸着アセンブリー１００では、従来のＦＭＭに比べて非常に
小さくパターニングスリットシート１５０を設けることができる。すなわち、本発明の薄
膜蒸着アセンブリー１００の場合、基板６００がＹ軸方向に沿って移動しつつ連続的に、
すなわち、スキャニング方式で蒸着を行うため、パターニングスリットシート１５０のＸ
軸方向及びＹ軸方向の長さは基板６００の長さより非常に小さく形成されうる。このよう
に、従来のＦＭＭに比べて非常に小さくパターニングスリットシート１５０を設けること
ができるため、本発明のパターニングスリットシート１５０はその製造が容易である。す
なわち、パターニングスリットシート１５０のエッチング作業や、その以後の精密引っ張
り及び溶接作業、移動及び洗浄作業などのあらゆる工程で、小サイズのパターニングスリ
ットシート１５０がＦＭＭ蒸着方法に比べて有利である。また、これは、ディスプレイ装
置が大型化するほどさらに有利になる。
【００９１】
　このように、薄膜蒸着アセンブリー１００と基板６００とが互いに相対的に移動しつつ
蒸着が行われるためには、薄膜蒸着アセンブリー１００と基板６００とが一定ほど離隔す
ることが望ましい。これについては、後述する。
【００９２】
　一方、チャンバー内で前記基板６００と対向する側には、蒸着物質１１５が収納及び加
熱される蒸着源１１０が配される。前記蒸着源１１０内に収納されている蒸着物質１１５
が気化するにつれて基板６００に蒸着が行われる。
【００９３】
　さらに詳細には、蒸着源１１０は、その内部に蒸着物質１１５が充填される坩堝１１１
と、坩堝１１１を加熱させて坩堝１１１の内部に充填された蒸着物質１１５を坩堝１１１
の一側、さらに詳細には、蒸着源ノズル部１２０側に蒸発させるためのヒーター１１２と
を備える。
【００９４】
　蒸着源１１０の一側、さらに詳細には、蒸着源１１０から基板６００に向かう側には蒸
着源ノズル部１２０が配される。そして、蒸着源ノズル部１２０には、Ｘ軸方向に沿って
複数の蒸着源ノズル１２１が形成される。ここで、前記複数の蒸着源ノズル１２１は等間
隔で形成されうる。蒸着源１１０内で気化した蒸着物質１１５は、このような蒸着源ノズ
ル部１２０を通過して被蒸着体である基板６００側に向かうようになる。
【００９５】
　蒸着源ノズル部１２０の一側には遮断板アセンブリー１３０が備えられる。前記遮断板
アセンブリー１３０は、複数の遮断板１３１と、遮断板１３１の外側に備えられる遮断板
フレーム１３２とを備える。前記複数の遮断板１３１は、Ｘ軸方向に沿って互いに平行に
備えられうる。ここで、前記複数の遮断板１３１は等間隔で形成されうる。また、それぞ
れの遮断板１３１は、図面から見た時、ＹＺ平面と平行になるように、言い換えれば、Ｘ
軸方向に垂直になるように形成される。このように配された複数の遮断板１３１は、蒸着
源ノズル部１２０とパターニングスリットシート１５０との間の空間を複数の蒸着空間Ｓ
で区切る役割を行う。すなわち、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１０
０は、前記遮断板１３１によって、蒸着物質が噴射されるそれぞれの蒸着源ノズル１２１
別に蒸着空間Ｓが分離されることを一特徴とする。
【００９６】
　ここで、それぞれの遮断板１３１は、互いに隣接している蒸着源ノズル１２１の間に配
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されうる。これは、言い換えれば、互いに隣接している遮断板１３１の間に一つの蒸着源
ノズル１２１が配されるともいえる。望ましくは、蒸着源ノズル１２１は、互いに隣接し
ている遮断板１３１間の正中央に位置できる。このように、遮断板１３１が、蒸着源ノズ
ル部１２０とパターニングスリットシート１５０との間の空間を複数の蒸着空間Ｓで区切
ることによって、一つの蒸着源ノズル１２１から排出される蒸着物質は、他の蒸着源ノズ
ル１２１から排出された蒸着物質と混合されずに、パターニングスリット１５１を通過し
て基板６００に蒸着されることになる。言い換えれば、遮断板１３１は、蒸着源ノズル１
２１を通じて排出される蒸着物質が分散されずに直進性を維持するように、蒸着物質のＺ
軸方向の移動経路をガイドする役割を果たす。
【００９７】
　このように、遮断板１３１を備えて蒸着物質の直進性を確保することによって、基板に
形成される陰影のサイズを大幅に縮めることができ、したがって、薄膜蒸着アセンブリー
１００と基板６００とを一定ほど離隔させることが可能になる。これについては、後述す
る。
【００９８】
　一方、前記複数の遮断板１３１の外側には遮断板フレーム１３２がさらに備えられうる
。遮断板フレーム１３２は、複数の遮断板１３１の上下面にそれぞれ備えられて、複数の
遮断板１３１の位置を支持すると同時に、蒸着源ノズル１２１を通じて排出される蒸着物
質が分散されないように、蒸着物質のＹ軸方向の移動経路をガイドする役割を果たす。
【００９９】
　一方、図面には、蒸着源ノズル部１２０と遮断板アセンブリー１３０とが一定ほど離隔
されているものとして図示されているが、本発明の思想はこれに制限されない。すなわち
、蒸着源１１０から発散される熱が遮断板アセンブリー１３０に伝導されることを防止す
るために、蒸着源ノズル部１２０と遮断板アセンブリー１３０とを一定ほど離隔させて形
成してもよく、蒸着源ノズル部１２０と遮断板アセンブリー１３０との間に適切な断熱手
段が備えられる場合、蒸着源ノズル部１２０と遮断板アセンブリー１３０とが結合して接
触してもよい。
【０１００】
　一方、前記遮断板アセンブリー１３０は、薄膜蒸着アセンブリー１００から分離可能に
形成されうる。さらに詳細には、従来のＦＭＭ蒸着方法は、蒸着効率が低いという問題点
が存在した。ここで蒸着効率とは、蒸着源から気化した材料のうち実際に基板に蒸着され
た材料の比率を意味するものであって、従来のＦＭＭ蒸着方法での蒸着効率は約３２％ほ
どである。しかも、従来のＦＭＭ蒸着方法では、蒸着に使われていない約６８％ほどの有
機物が蒸着器内部のあちこちに蒸着されるため、そのリサイクルが容易でないという問題
点が存在した。
【０１０１】
　かかる問題点を解決するために、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１
００では、遮断板アセンブリー１３０を利用して蒸着空間を外部空間と分離したので、基
板６００に蒸着されていない蒸着物質は、ほぼ遮断板アセンブリー１３０内に蒸着される
。したがって、遮断板アセンブリー１３０を薄膜蒸着アセンブリー１００から分離可能に
形成して、長時間蒸着後に遮断板アセンブリー１３０に蒸着物質が多く溜まれば、遮断板
アセンブリー１３０を分離して別途の蒸着物質リサイクル装置に入れて蒸着物質を回収で
きる。このような構成を通じて、蒸着物質リサイクル率を高めることによって、蒸着効率
が向上してコストダウンの効果を得ることができる。
【０１０２】
　一方、蒸着源１１０と基板６００との間には、パターニングスリットシート１５０及び
フレーム１５５がさらに備えられる。フレーム１５５は概略窓枠状に形成され、その内側
にパターニングスリットシート１５０が結合される。そして、パターニングスリットシー
ト１５０には、Ｘ軸方向に沿って複数のパターニングスリット１５１が形成される。蒸着
源１１０内で気化した蒸着物質１１５は、蒸着源ノズル部１２０及びパターニングスリッ



(16) JP 5677827 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

トシート１５０を通過して被蒸着体である基板６００側に向かうようになる。この時、前
記パターニングスリットシート１５０は、従来のＦＭＭ、特にストライプタイプのマスク
の製造方法と同じ方法であるエッチングを通じて製作されうる。
【０１０３】
　ここで、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１００は、パターニングス
リット１５１の長さが互いに異なって形成されることを一特徴とする。これについては、
図６で詳細に説明する。
【０１０４】
　一方、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１００は、蒸着源ノズル１２
１の総数よりパターニングスリット１５１の総数がさらに多く形成される。また、互いに
隣接している２つの遮断板１３１の間に配された蒸着源ノズル１２１の数より、パターニ
ングスリット１５１の数がさらに多く形成される。
【０１０５】
　すなわち、互いに隣接している２つの遮断板１３１の間には一つの蒸着源ノズル１２１
が配されうる。同時に、互いに隣接している２つの遮断板１３１の間には複数のパターニ
ングスリット１５１が配されうる。そして、互いに隣接している２つの遮断板１３１によ
って、蒸着源ノズル部１２０とパターニングスリットシート１５０との間の空間が区切ら
れて、それぞれの蒸着源ノズル１２１別に蒸着空間Ｓが分離される。したがって、一つの
蒸着源ノズル１２１から放射された蒸着物質は、大部分同じ蒸着空間Ｓにあるパターニン
グスリット１５１を通過して基板６００に蒸着されるようになる。
【０１０６】
　一方、前述した遮断板アセンブリー１３０とパターニングスリットシート１５０とは、
互いに一定ほど離隔して形成され、或いは遮断板アセンブリー１３０とパターニングスリ
ットシート１５０とは、連結部材１３５によって互いに連結されうる。さらに詳細には、
高温状態の蒸着源１１０により遮断板アセンブリー１３０の温度は最大１００℃以上に上
昇するため、上昇した遮断板アセンブリー１３０の温度がパターニングスリットシート１
５０に伝導されないように、遮断板アセンブリー１３０とパターニングスリットシート１
５０とを一定ほど離隔させてもよい。
【０１０７】
　前述したように、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー１００は、基板６
００に対して相対的に移動しつつ蒸着を行う。このように薄膜蒸着アセンブリー１００が
基板６００に対して相対的に移動するために、パターニングスリットシート１５０は基板
６００から一定ほど離隔して形成される。そして、パターニングスリットシート１５０と
基板６００とを離隔させる場合に発生する陰影問題を解決するために、蒸着源ノズル部１
２０とパターニングスリットシート１５０との間に遮断板１３１を備えて蒸着物質の直進
性を確保することによって、基板に形成される陰影のサイズを大幅に縮めることができる
。
【０１０８】
　さらに詳細には、従来のＦＭＭ蒸着方法では、基板に陰影が生じないようにするために
、基板にマスクを密着させて蒸着工程を進めた。しかし、このように基板にマスクを密着
させる場合、基板とマスクとの接触による欠陥が発生するという問題点があった。また、
マスクを基板に対して移動させられないため、マスクが基板と同じサイズで形成されねば
ならない。したがって、ディスプレイ装置が大型化するにつれてマスクのサイズも大きく
ならねばならないが、このような大型マスクを形成し難いという問題点があった。
【０１０９】
　このような問題点を解決するために、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセンブリ
ー１００では、パターニングスリットシート１５０が、被蒸着体である基板６００と所定
間隔をおいて離隔して配されるようにする。これは、遮断板１３１を備えて、基板６００
に生成される陰影が小さくなることによって実現可能になる。
【０１１０】
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　このような本発明によってマスクを基板より小さく形成した後、マスクを基板に対して
移動させつつ蒸着を行えるようになることで、マスク製作が容易になる効果を得ることが
できる。また、基板とマスクとの接触による欠陥を防止する効果を得ることができる。ま
た、工程で基板とマスクとを密着させる時間が不要になるため、製造速度が向上する効果
を得ることができる。また、遮断板１３１を備えることによって、基板６００に生成され
る陰影が小さくなり、したがって、パターニングスリットシート１５０を基板６００から
離隔させることができる。
【０１１１】
　以下、本発明の第１実施例による薄膜蒸着アセンブリーのパターニングスリットシート
について詳細に説明する。
【０１１２】
　図６は、本発明の第１実施例による薄膜蒸着アセンブリーのパターニングスリットシー
トを示した平面図である。図６を参照すれば、本発明の第１実施例に関する薄膜蒸着アセ
ンブリーは、パターニングスリット１５１の長さが互いに異なって形成されることを一特
徴とする。
【０１１３】
　前述したように、本発明の第１実施例による有機発光ディスプレイ装置は、補助層（図
２の６２Ｒ’、６２Ｇ’参照）を備える中間層の厚さが、赤色、緑色及び青色の光を放出
する副画素で相異なる厚さを持つように形成される。この時、前記各副画素の厚さは、補
助層（図２の６２Ｒ’、６２Ｇ’参照）を調節することによって制御できる。すなわち、
赤色の光を放出する副画素の補助層（図２の６２Ｒ’参照）を最も厚く形成し、緑色の光
を放出する副画素の補助層（図２の６２Ｇ’参照）はこれより薄く形成し、青色の光を放
出する副画素の補助層はこれよりより薄く形成するか、または全く形成しない。
【０１１４】
　ところが、既存のＦＭＭ蒸着方法では、一回に１層のみ積層できるため、赤色副画素の
補助層（図２の６２Ｒ’参照）と緑色副画素の補助層（図２の６２Ｇ’参照）とを、別途
の工程を通じて蒸着することが一般的であった。
【０１１５】
　しかし、赤色副画素の補助層（図２の６２Ｒ’参照）と緑色副画素の補助層（図２の６
２Ｇ’参照）とは、互いに同じ材質からなり、ただし、その蒸着位置と蒸着厚さのみ異な
るため、本発明の第１実施例による薄膜蒸着アセンブリーは、赤色副画素領域と緑色副画
素領域と青色副画素領域とのパターニングスリット１５１の長さを互いに異なって形成し
て、赤色副画素の補助層（図２の６２Ｒ’参照）と緑色副画素の補助層（図２の６２Ｇ’
参照）とを一回に形成することを一特徴とする。
【０１１６】
　すなわち、パターニングスリット１５１は、第１パターニングスリット１５１ａと第２
パターニングスリット１５１ｂとを備える。ここで、第１パターニングスリット１５１ａ
は、赤色副画素領域に対応するように形成され、第２パターニングスリット１５１ｂは、
緑色副画素領域に対応するように形成される。すなわち、パターニングスリット１５１を
通過した蒸着物質のみ基板６００に蒸着されるので、パターニングスリット１５１のサイ
ズが大きいほど、基板６００に蒸着される有機膜の厚さが厚くなる。したがって、厚さが
最も厚くすべき赤色副画素の補助層（図２の６２Ｒ’参照）を形成するための第１パター
ニングスリット１５１ａの長さが最も長く、これより厚さが薄くすべき緑色副画素の補助
層（図２の６２Ｇ’参照）を形成するための第２パターニングスリット１５１ｂの長さは
、第１パターニングスリット１５１ａの長さより短く、青色副画素に対応する領域にはパ
ターニングスリットが形成されないことである。ここで、図面には、青色副画素領域に対
応する部分にはパターニングスリットが形成されていないと図示されているが、本発明の
思想はこれに制限されず、青色副画素領域にも補助層が形成されねばならない場合、これ
に該当するようにパターニングスリットが形成されることもある。
【０１１７】
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　このようにパターニングスリットの長さを差等化して、蒸着物質が多く蒸着される部分
は、パターニングスリットの長さを長くして蒸着物質を多く通過させ、蒸着物質が少なく
蒸着される部分は、パターニングスリットの長さを短くして蒸着物質を少なく通過させて
、一回に２枚の膜を同時に成膜させることで、薄膜蒸着アセンブリーの数を低減させるこ
とができ、製品の製造時間を短縮でき、製品の製造装備が簡単になる効果を得ることがで
きる。
【０１１８】
　図６Ｂは、図６Ａのパターニングスリットシートの一変形例を示した平面図である。図
６Ｂに図示されたように、相異なる長さの第１パターニングスリット１５１ｃと第２パタ
ーニングスリット１５１ｄとが一体に形成されてもよい。この場合、パターニングスリッ
トシート１５１’の製造がさらに容易になる効果を得ることができる。
【０１１９】
　一方、有機層（図２の６２参照）の厚さは、有機発光素子の構造を最適化する過程で変
更されうる。したがって、各補助層（図２の６２Ｒ’、６２Ｇ’参照）の厚さも変更され
うる。ここで、各補助層（図２の６２Ｒ’、６２Ｇ’参照）の厚さが変更される度に、パ
ターニングスリットシートを新たに製作せねばならないという面倒さを回避するために、
図６Ｃに図示されたように、遮蔽板１５２をさらに備えることができる。すなわち、パタ
ーニングスリットシート１５１’の一部を遮蔽できる遮蔽板１５２を備えて、この遮蔽板
１５２の面積を調節することによって、別途のパターニングスリットシートを製作しなく
ても補助層（図２の６２Ｒ’、６２Ｇ’参照）の厚さを調節できる。
【０１２０】
　一方、図６Ｂに図示されたようにパターニングスリットシート１５１’が形成される場
合、パターニングスリットシート１５１’の上下部が非対称形状に形成されるため、パタ
ーニングスリットシート１５１’の製作が容易ではない。これを解決するために、図６Ｄ
に図示されたように、第１パターニングスリット１５１ｅの中央部分に第２パターニング
スリット１５１ｆが位置するようにパターニングスリットシート１５１”を形成してもよ
い。
【０１２１】
　さらに、パターニングスリットシート１５１’の引っ張り時に発生する変形を最小化す
るために、図６Ｅに図示されたように、第１パターニングスリット１５１ｇの中央部分に
第２パターニングスリット１５１ｈが位置するが、第２パターニングスリット１５１ｈの
両端部を傾斜するように形成して、パターニングスリットシート１５１’’’を形成して
もよい。
【０１２２】
［第２実施例］
　図７は、本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【０１２３】
　図７を参照すれば、本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着装置は、図３ないし図６で説
明した薄膜蒸着アセンブリーを複数備えることを一特徴とする。言い換えれば、本発明の
第２実施例に関する薄膜蒸着装置は、補助層Ｒ’、Ｇ’材料、赤色発光層Ｒ材料、緑色発
光層Ｇ材料、青色発光層Ｂ材料を一度に放射できるマルチ蒸着源（multi source）を備え
ることを一特徴とする。
【０１２４】
　さらに詳細には、本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着装置は、第１薄膜蒸着アセンブ
リー１００、第２薄膜蒸着アセンブリー２００、第３薄膜蒸着アセンブリー３００及び第
４薄膜蒸着アセンブリー４００を備える。このような第１薄膜蒸着アセンブリー１００、
第２薄膜蒸着アセンブリー２００、第３薄膜蒸着アセンブリー３００及び第４薄膜蒸着ア
センブリー４００それぞれの構成は、図３ないし図６で説明した薄膜蒸着アセンブリーと
同一であるので、ここではその詳細な説明は省略する。
【０１２５】
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　ここで、第１薄膜蒸着アセンブリー１００、第２薄膜蒸着アセンブリー２００、第３薄
膜蒸着アセンブリー３００及び第４薄膜蒸着アセンブリー４００の蒸着源には、相異なる
蒸着物質が備えられうる。例えば、第１薄膜蒸着アセンブリー１００には補助層Ｒ’、Ｇ
’の材料になる蒸着物質が備えられ、第２薄膜蒸着アセンブリー２００には赤色発光層Ｒ
の材料になる蒸着物質が備えられ、第３薄膜蒸着アセンブリー３００には緑色発光層Ｇの
材料になる蒸着物質が備えられ、第４薄膜蒸着アセンブリー４００には青色発光層Ｂの材
料になる蒸着物質が備えられうる。
【０１２６】
　すなわち、従来の有機発光ディスプレイ装置の製造方法では、各色相別に別途のチャン
バーとマスクとを備えることが一般的であったが、本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着
装置を利用すれば、一つのマルチソースで補助層Ｒ’、Ｇ’、赤色発光層Ｒ、緑色発光層
Ｇ及び青色発光層Ｂを一度に蒸着できる。したがって、有機発光ディスプレイ装置の生産
時間が画期的に短縮すると同時に、備えられるべきチャンバー数が減少することによって
、コストも顕著に低減す効果を得ることができる。
【０１２７】
　この場合、第１薄膜蒸着アセンブリー１００のパターニングスリットシート１５０は、
前述したように相異なる長さを持つ第１パターニングスリット１５１ａと第２パターニン
グスリット１５１ｂとを備える。ここで第１パターニングスリット１５１ａは、赤色副画
素領域に対応するように形成され、第２パターニングスリット１５１ｂは、緑色副画素領
域に対応するように形成される。
【０１２８】
　また、第２薄膜蒸着アセンブリー２００、第３薄膜蒸着アセンブリー３００及び第４薄
膜蒸着アセンブリー４００のパターニングスリットシート２５０、３５０、４５０は、互
いに一定ほどオフセットされて配されることによって、その蒸着領域を重畳させないこと
ができる。言い換えれば、第２薄膜蒸着アセンブリー２００が赤色発光層Ｒの蒸着を担当
し、第３薄膜蒸着アセンブリー３００が緑色発光層Ｇの蒸着を担当し、第４薄膜蒸着アセ
ンブリー４００が青色発光層Ｂの蒸着を担当する場合、第２薄膜蒸着アセンブリー２００
のパターニングスリット２５１と、第３薄膜蒸着アセンブリー３００のパターニングスリ
ット３５１と、第４薄膜蒸着アセンブリー４００のパターニングスリット４５１とが互い
に同一線上に位置しないように配されることによって、基板上の相異なる領域に、それぞ
れ赤色発光層Ｒ、緑色発光層Ｇ、青色発光層Ｂを形成させることができる。
【０１２９】
　ここで、補助層Ｒ’、Ｇ’の材料になる蒸着物質と、赤色発光層Ｒの材料になる蒸着物
質と、緑色発光層Ｇの材料になる蒸着物質と、青色発光層Ｂの材料になる蒸着物質とは、
互いに気化する温度が相異なるので、前記第１薄膜蒸着アセンブリー１００の蒸着源１１
０の温度と、前記第２薄膜蒸着アセンブリー２００の蒸着源２１０の温度と、前記第３薄
膜蒸着アセンブリー３００の蒸着源３１０の温度と、前記第４薄膜蒸着アセンブリー４０
０の蒸着源４１０の温度とが相異なるように設定されることも可能であるといえる。
【０１３０】
　一方、図面には、薄膜蒸着アセンブリーが４つ備えられるように図示されているが、本
発明の思想はこれに制限されない。すなわち、本発明の第２実施例に関する薄膜蒸着装置
は薄膜蒸着アセンブリーを複数備えることができ、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーそれ
ぞれに相異なる物質を備えることができる。
【０１３１】
　このように、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備えて、複数の薄膜層を一度に形成可能に
することによって、歩留まり及び蒸着効率が向上する効果を得ることができる。また、製
造工程が簡単になってコストダウン効果を得ることができる。
【０１３２】
　このような構成の薄膜蒸着装置を利用して有機発光ディスプレイ装置の発光層を備える
有機膜（図２の６２参照）を製造できる。ここで、有機発光ディスプレイ装置を製造する
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方法は、基板６００が薄膜蒸着装置に対して所定距離ほど離隔して配される段階、及び薄
膜蒸着装置と基板のうちいずれか一側が他側に対して相対的に移動しつつ前記薄膜蒸着装
置から放射される蒸着物質が基板に蒸着される段階を含む。
【０１３３】
　これをさらに詳細に説明すれば、次の通りである。
【０１３４】
　まず、基板６００が薄膜蒸着装置に対して所定距離ほど離隔するように配される。前述
したように、本発明の薄膜蒸着装置は、基板６００より小さく形成されて製造の容易なパ
ターニングスリットシート１５０を備えるために、薄膜蒸着装置と基板６００とが互いに
相対的に移動しつつ蒸着が行われることを一特徴とする。言い換えれば、薄膜蒸着装置と
対向するように配された基板６００がＹ軸方向に沿って移動しつつ、連続的に蒸着が行わ
れる。すなわち、基板６００が図７の矢印Ｂ方向に移動しつつ、スキャニング方式で蒸着
が行われることである。そして、薄膜蒸着装置と基板６００とが互いに相対的に移動する
ためには、薄膜蒸着装置と基板６００とが一定ほど離隔せねばならない。したがって、基
板６００は、チャンバー（図示せず）内で薄膜蒸着装置と所定距離ほど離隔するように配
される。
【０１３５】
　次いで、薄膜蒸着装置と基板６００のうちいずれか一側が他側に対して相対的に移動し
つつ、薄膜蒸着装置から放射される蒸着物質が基板に蒸着される。前述したように、本発
明の薄膜蒸着装置は基板６００より小さく形成されて、製造の容易なパターニングスリッ
トシート１５０を備えるために、薄膜蒸着装置と基板６００とが互いに相対的に移動しつ
つ蒸着が行われる。図７などには、薄膜蒸着装置が固定されている状態で基板６００が図
面のＹ軸方向に移動すると図示されているが、本発明の思想はこれに制限されず、基板が
固定されている状態で薄膜蒸着装置が全体的に移動することも可能であるといえる。
【０１３６】
　ここで、本発明の第２実施例に関する有機発光ディスプレイ装置の製造方法は、補助層
Ｒ’、Ｇ’材料、赤色発光層Ｒ材料、緑色発光層Ｇ材料、青色発光層Ｂ材料が一度に放射
されるマルチ蒸着源を備えて、複数の有機層が一度に蒸着されることを一特徴とする。す
なわち、薄膜蒸着アセンブリーを複数備えることによって、一つのマルチソースで補助層
Ｒ’、Ｇ’、赤色発光層Ｒ、緑色発光層Ｇ及び青色発光層Ｂを一度に蒸着できるようにな
り、したがって、有機発光ディスプレイ装置の生産時間が画期的に短縮すると同時に、備
えられるべきチャンバー数が減少することによって、コストも顕著に低減する効果を得る
ことができる。
【０１３７】
［第３実施例］
　図８は、本発明の第３実施例に関する薄膜蒸着アセンブリーを概略的に示した斜視図で
ある。
【０１３８】
　図８を参照すれば、本発明の第３実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー５００は、蒸着
源５１０、蒸着源ノズル部５２０、第１遮断板アセンブリー５３０、第２遮断板アセンブ
リー５４０、パターニングスリットシート５５０及び基板６００を備える。
【０１３９】
　ここで、図８には、説明の便宜のためにチャンバーを図示していないが、図８のあらゆ
る構成は、適切な真空度が維持されるチャンバー内に配されることが望ましい。これは、
蒸着物質の直進性を確保するためである。
【０１４０】
　このようなチャンバー（図示せず）内には被蒸着体である基板６００が配される。そし
て、チャンバー（図示せず）内で基板６００と対向する側には、蒸着物質５１５が収納及
び加熱される蒸着源５１０が配される。蒸着源５１０は坩堝５１１と、ヒーター５１２と
を備える。



(21) JP 5677827 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

【０１４１】
　蒸着源５１０の一側、さらに詳細には、蒸着源５１０から基板６００に向かう側には蒸
着源ノズル部５２０が配される。そして、蒸着源ノズル部５２０には、Ｘ軸方向に沿って
複数の蒸着源ノズル５２１が形成される。
【０１４２】
　蒸着源ノズル部５２０の一側には第１遮断板アセンブリー５３０が備えられる。前記第
１遮断板アセンブリー５３０は、複数の第１遮断板５３１と、第１遮断板５３１の外側に
備えられる第１遮断板フレーム５３２とを備える。
【０１４３】
　第１遮断板アセンブリー５３０の一側には第２遮断板アセンブリー５４０が備えられる
。前記第２遮断板アセンブリー５４０は、複数の第２遮断板５４１と、第２遮断板５４１
の外側に備えられる第２遮断板フレーム５４２とを備える。
【０１４４】
　そして、蒸着源５１０と基板６００との間には、パターニングスリットシート５５０及
びフレーム５５５がさらに備えられる。フレーム５５５は概略窓枠状のような格子形態に
形成され、その内側にパターニングスリットシート５５０が結合される。そして、パター
ニングスリットシート５５０には、Ｘ軸方向に沿って複数のパターニングスリット５５１
が形成される。
【０１４５】
　ここで、本発明の第３実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー５００は、遮断板アセンブ
リーが第１遮断板アセンブリー５３０と第２遮断板アセンブリー５４０とに分離されてい
ることを一特徴とする。
【０１４６】
　さらに詳細には、前記複数の第１遮断板５３１は、Ｘ軸方向に沿って互いに平行に備え
られうる。そして、前記複数の第１遮断板５３１は等間隔で形成されうる。また、それぞ
れの第１遮断板５３１は、図面から見た時、ＹＺ平面と平行になるように、言い換えれば
、Ｘ軸方向に垂直になるように形成される。
【０１４７】
　また、前記複数の第２遮断板５４１は、Ｘ軸方向に沿って互いに平行に備えられうる。
そして、前記複数の第２遮断板５４１は等間隔で形成されうる。また、それぞれの第２遮
断板５４１は、図面から見た時、ＹＺ平面と平行になるように、言い換えれば、Ｘ軸方向
に垂直になるように形成される。
【０１４８】
　このように配された複数の第１遮断板５３１及び第２遮断板５４１は、蒸着源ノズル部
５２０とパターニングスリットシート５５０との間の空間を区切る役割を行う。ここで、
本発明の第３実施例に関する薄膜蒸着アセンブリー５００は、前記第１遮断板５３１及び
第２遮断板５４１によって、蒸着物質が噴射されるそれぞれの蒸着源ノズル５２１別に蒸
着空間が分離されることを一特徴とする。
【０１４９】
　ここで、それぞれの第２遮断板５４１は、それぞれの第１遮断板５３１と一対一対応す
るように配されうる。言い換えれば、それぞれの第２遮断板５４１は、それぞれの第１遮
断板５３１と整列されて互いに平行に配されうる。すなわち、互いに対応する第１遮断板
５３１と第２遮断板５４１とは、互いに同じ平面上に位置する。このように、互いに平行
に配された第１遮断板５３１及び第２遮断板５４１によって、蒸着源ノズル部５２０と後
述するパターニングスリットシート５５０との間の空間が区切られることによって、一つ
の蒸着源ノズル５２１から排出される蒸着物質は、他の蒸着源ノズル５２１から排出され
た蒸着物質と混合されず、パターニングスリット５５１を通過して基板６００に蒸着され
る。言い換えれば、第１遮断板５３１及び第２遮断板５４１は、蒸着源ノズル５２１を通
じて排出される蒸着物質が分散されないように、蒸着物質のＺ軸方向の移動経路をガイド
する役割を果たす。
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【０１５０】
　図面には、第１遮断板５３１のＸ軸方向の幅と第２遮断板５４１のＸ軸方向の幅とが同
一であると図示されているが、本発明の思想はこれに制限されない。すなわち、パターニ
ングスリットシート５５０との精密な整列が要求される第２遮断板５４１は相対的に薄く
形成される一方、精密な整列が要求されない第１遮断板５３１は相対的に厚く形成されて
、その製造を容易にすることも可能であるといえる。
【０１５１】
　一方、図面には図示されていないが、本発明に第３実施例に関する薄膜蒸着装置には、
薄膜蒸着アセンブリーが複数備えられうる。すなわち、本発明の第３実施例に関する薄膜
蒸着装置は、補助層Ｒ’、Ｇ’材料、赤色発光層Ｒ材料、緑色発光層Ｇ材料、青色発光層
Ｂ材料が一度に放射されるマルチ蒸着源を備えることもできる。そして、基板６００は、
図８の矢印Ｃ方向に移動しつつスキャニング方式で蒸着が行われる。このような複数の薄
膜蒸着アセンブリーについては第２実施例で詳細に記述したので、本実施形態ではその詳
細な説明は省略する。
【０１５２】
［第４実施例］
　図９は、本発明の第４実施例に関する薄膜蒸着アセンブリーを概略的に示した斜視図で
あり、図１０は、図９の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な側面図であり、図１１は、図９
の薄膜蒸着アセンブリーの概略的な平面図である。
【０１５３】
　図９、図１０及び図１１を参照すれば、本発明の第４実施例に関する薄膜蒸着アセンブ
リー７００は、蒸着源７１０、蒸着源ノズル部７２０及びパターニングスリットシート７
５０を備える。
【０１５４】
　ここで、図９、図１０及び図１１には、説明の便宜のためにチャンバーを図示していな
いが、図９ないし図１１のあらゆる構成は、適切な真空度が維持されるチャンバー内に配
されることが望ましい。これは、蒸着物質の直進性を確保するためである。
【０１５５】
　このようなチャンバー（図示せず）内には被蒸着体である基板６００が配される。そし
て、チャンバー（図示せず）内で基板６００と対向する側には、蒸着物質７１５が収納及
び加熱される蒸着源７１０が配される。蒸着源７１０は坩堝７１１と、ヒーター７１２と
を備える。
【０１５６】
　蒸着源７１０の一側、さらに詳細には、蒸着源７１０から基板６００に向かう側には蒸
着源ノズル部７２０が配される。そして、蒸着源ノズル部７２０には、Ｙ軸方向、すなわ
ち、基板６００のスキャン方向に沿って複数の蒸着源ノズル７２１が形成される。ここで
、前記複数の蒸着源ノズル７２１は等間隔で形成されうる。蒸着源７１０内で気化した蒸
着物質７１５は、このような蒸着源ノズル部７２０を通過して被蒸着体である基板６００
側に向かう。このように、蒸着源ノズル部７２０上にＹ軸方向、すなわち、基板６００の
スキャン方向に沿って複数の蒸着源ノズル７２１が形成する場合、パターニングスリット
シート７５０のそれぞれのパターニングスリット７５１を通過する蒸着物質により形成さ
れるパターンのサイズは、蒸着源ノズル７２１の一つのサイズのみに影響されるので（す
なわち、Ｘ軸方向には蒸着源ノズル７２１が一つしか存在していないので）、陰影が発生
しなくなる。また、複数の蒸着源ノズル７２１がスキャン方向に存在するので、個別蒸着
源ノズル間のフラックス（ｆｌｕｘ）差が発生しても、その差が相殺されて蒸着均一度が
一定に維持される効果を得ることができる。
【０１５７】
　一方、蒸着源７１０と基板６００との間には、パターニングスリットシート７５０及び
フレーム７５５がさらに備えられる。フレーム７５５は、概略窓枠状に形成され、その内
側にパターニングスリットシート７５０が結合される。そして、パターニングスリットシ
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ート７５０には、Ｘ軸方向に沿って複数のパターニングスリット７５１が形成される。蒸
着源７１０内で気化した蒸着物質７１５は、蒸着源ノズル部７２０及びパターニングスリ
ットシート７５０を通過して、被蒸着体である基板６００側に向かう。この時、前記パタ
ーニングスリットシート７５０は、従来のＦＭＭ、特にストライプタイプのマスクの製造
方法と同じ方法であるエッチングを通じて製作されうる。
【０１５８】
　ここで、本発明の第４実施例に関する薄膜蒸着アセンブリーは、パターニングスリット
７５１の長さを互いに異なって形成して、赤色副画素の補助層（図２の６２Ｒ’参照）と
緑色副画素の補助層（図２の６２Ｇ’参照）とを一度に形成することを一特徴とする。す
なわち、パターニングスリット７５１は、第１パターニングスリット７５１ａと第２パタ
ーニングスリット７５１ｂとを備える。ここで、第１パターニングスリット７５１ａは、
赤色副画素領域に対応するように形成され、第２パターニングスリット７５１ｂは、緑色
副画素領域に対応するように形成される。ここで、厚さが最も厚くすべき赤色副画素の補
助層（図２の６２Ｒ’参照）を形成するための第１パターニングスリット７５１ａの長さ
が最も長く、これより厚さが薄くすべき緑色副画素の補助層（図２の６２Ｇ’参照）を形
成するための第２パターニングスリット７５１ｂの長さは、第１パターニングスリット７
５１ａの長さより短く、青色副画素に対応する領域にはパターニングスリットが形成され
ていない。このようなパターニングスリット７５１については第１実施例で詳細に説明し
たので、ここでは、その詳細な説明は省略する。
【０１５９】
　一方、前述した蒸着源７１０（及びこれと結合された蒸着源ノズル部７２０）とパター
ニングスリットシート７５０とは、互いに一定ほど離隔して形成され、蒸着源７１０（及
びこれと結合された蒸着源ノズル部７２０）とパターニングスリットシート７５０とは、
連結部材７３５によって互いに連結されうる。すなわち、蒸着源７１０、蒸着源ノズル部
７２０及びパターニングスリットシート７５０が、連結部材７３５により連結されて互い
に一体に形成されうる。ここで連結部材７３５は、蒸着源ノズル７２１を通じて排出され
る蒸着物質が分散されないように、蒸着物質の移動経路をガイドできる。図面には、連結
部材７３５が蒸着源７１０、蒸着源ノズル部７２０及びパターニングスリットシート７５
０の左右方向のみに形成されて、蒸着物質のＸ軸方向のみをガイドすると図示されている
が、これは図示の便宜のためのものであって、本発明の思想はこれに制限されず、連結部
材７３５がボックス形態の密閉型に形成されて、蒸着物質のＸ軸方向及びＹ軸方向の移動
を同時にガイドすることもできる。
【０１６０】
　前述したように、本発明の一実施形態に関する薄膜蒸着アセンブリー７００は、基板６
００に対して相対的に移動しつつ蒸着を行い、このように薄膜蒸着アセンブリー７００が
基板６００に対して相対的に移動するために、パターニングスリットシート７５０は、基
板６００から一定ほど離隔して形成される。
【０１６１】
　このような本発明によってマスクを基板より小さく形成した後、マスクを基板に対して
移動させつつ蒸着を行えるようになって、マスク製作が容易になる効果を得ることができ
る。また、基板とマスクとの接触による不良を防止する効果を得ることができる。また、
工程で基板とマスクとを密着させる時間が不要になるため、製造速度が向上する効果を得
ることができる。
【０１６２】
［第５実施例］
　図１２は、本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置を概略的に示した斜視図である。
【０１６３】
　図１２を参照すれば、本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置は、図９ないし図１１
で説明した薄膜蒸着アセンブリーが複数備えられることを一特徴とする。言い換えれば、
本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置は、補助層Ｒ’、Ｇ’材料、赤色発光層Ｒ材料
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、緑色発光層Ｇ材料、青色発光層Ｂ材料が一度に放射されるマルチ蒸着源を備えることを
一特徴とする。
【０１６４】
　さらに詳細には、本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置は、第１薄膜蒸着アセンブ
リー７００、第２薄膜蒸着アセンブリー８００、第３薄膜蒸着アセンブリー９００及び第
４薄膜蒸着アセンブリー１０００を備える。このような第１薄膜蒸着アセンブリー７００
、第２薄膜蒸着アセンブリー８００、第３薄膜蒸着アセンブリー９００及び第４薄膜蒸着
アセンブリー１０００それぞれの構成は、図９ないし図１１で説明した薄膜蒸着アセンブ
リーと同一であるので、ここではその詳細な説明は省略する。
【０１６５】
　ここで、第１薄膜蒸着アセンブリー７００、第２薄膜蒸着アセンブリー８００、第３薄
膜蒸着アセンブリー９００及び第４薄膜蒸着アセンブリー１０００の蒸着源には、相異な
る蒸着物質が備えられうる。例えば、第１薄膜蒸着アセンブリー７００には、補助層Ｒ’
、Ｇ’の材料になる蒸着物質が備えられ、第２薄膜蒸着アセンブリー８００には、赤色発
光層Ｒの材料になる蒸着物質が備えられ、第３薄膜蒸着アセンブリー９００には、緑色発
光層Ｇの材料になる蒸着物質が備えられ、第４薄膜蒸着アセンブリー１０００には、青色
発光層Ｂの材料になる蒸着物質が備えられうる。
【０１６６】
　すなわち、従来の有機発光ディスプレイ装置の製造方法では、各色相別に別途のチャン
バーとマスクとを備えることが一般的であったが、本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着
装置を利用すれば、一つのマルチソースで、補助層Ｒ’、Ｇ’、赤色発光層Ｒ、緑色発光
層Ｇ及び青色発光層Ｂを一度に蒸着できる。したがって、有機発光ディスプレイ装置の生
産時間が画期的に短縮すると同時に、備えられねばならないチャンバー数が減少すること
によって、コストも顕著に低減する効果を得ることができる。
【０１６７】
　この場合、第１薄膜蒸着アセンブリー７００のパターニングスリットシート７５０は、
前述したように相異なる長さを持つ第１パターニングスリット７５１ａと第２パターニン
グスリット７５１ｂとを備える。ここで、第１パターニングスリット７５１ａは、赤色副
画素領域に対応するように形成され、第２パターニングスリット７５１ｂは、緑色副画素
領域に対応するように形成される。
【０１６８】
　また、第２薄膜蒸着アセンブリー８００、第３薄膜蒸着アセンブリー９００及び第４薄
膜蒸着アセンブリー１０００のパターニングスリットシート８５０、９５０、１０５０は
、互いに一定ほどオフセットされて配されることによって、その蒸着領域を重畳させない
ことができる。言い換えれば、第２薄膜蒸着アセンブリー８００が赤色発光層Ｒの蒸着を
担当し、第３薄膜蒸着アセンブリー９００が緑色発光層Ｇの蒸着を担当し、第４薄膜蒸着
アセンブリー１０００が青色発光層Ｂの蒸着を担当する場合、第２薄膜蒸着アセンブリー
８００のパターニングスリット８５１と、第３薄膜蒸着アセンブリー９００のパターニン
グスリット９５１と、第４薄膜蒸着アセンブリー１０００のパターニングスリット１０５
１とが、互いに同一線上に位置しないように配されることによって、基板上の相異なる領
域にそれぞれ赤色発光層Ｒ、緑色発光層Ｇ、青色発光層Ｂを形成させることができる。
【０１６９】
　ここで、補助層Ｒ’、Ｇ’の材料になる蒸着物質と、赤色発光層Ｒの材料になる蒸着物
質と、緑色発光層Ｇの材料になる蒸着物質と、青色発光層Ｂの材料になる蒸着物質とは、
互いに気化する温度が相異なりうるので、前記第１薄膜蒸着アセンブリー７００の蒸着源
７１０の温度と、前記第２薄膜蒸着アセンブリー８００の蒸着源８１０の温度と、前記第
３薄膜蒸着アセンブリー９００の蒸着源９１０の温度と、前記第４薄膜蒸着アセンブリー
１０００の蒸着源１０１０の温度とを、相異なるように設定することも可能であるといえ
る。
【０１７０】
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　一方、図面には、薄膜蒸着アセンブリーが４つ備えられると図示されているが、本発明
の思想はこれに制限されない。すなわち、本発明の第５実施例に関する薄膜蒸着装置は薄
膜蒸着アセンブリーを複数備えることができ、前記複数の薄膜蒸着アセンブリーそれぞれ
に相異なる物質を備えることができる。
【０１７１】
　このように、複数の薄膜蒸着アセンブリーを備えて、複数の薄膜層を一度に形成可能に
することによって、歩留まり及び蒸着効率が向上する効果を得ることができる。また、製
造工程が簡単になってコストダウン効果を得ることができる。
【０１７２】
　本発明は図面に図示された実施形態を参考までに説明されたが、これは例示的なものに
過ぎず、当業者ならば、これより多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるという
点を理解できるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲
の技術的思想によって定められねばならない。
【産業上の利用可能性】
【０１７３】
　本発明は、大型基板の量産工程に容易に適用できる。
【符号の説明】
【０１７４】
　１００、７００　薄膜蒸着装置
　１１０、７１０　蒸着源
　１２０、７２０　蒸着源ノズル部
　１３０　遮断板アセンブリー
　１３１　遮断板
　１３２　遮断板フレーム
　１５０、７５０　パターニングスリットシート
　１５１、７５１　パターニングスリット
　１５５、７５５　フレーム
　６００　基板
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